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新しく開発された注射用 セファマイシン系抗生剤T-1982を 尿路感染症および男子性器感染症の

計84例 に使用し,臨 床効果を中心に検討した。投薬方法は,本 剤0.5gを1日2回 計1gをone

shot静 注あるいは点滴静注し,い ずれも原則として5日 間投薬終了後に効果を判定した。急性単純

性腎盂腎炎2例 の総合臨床効果は有効2例 で,有 効率100%で あ った。複雑性尿路感染症73例 の総

合臨床効果は,著 効16例,有 効34例,無 効23例 で,有 効率は68.5%で あった。また,臨 床症状から

判定した急性男子性器感染症9例 の臨床効果は全例有効以上で,3日 目判定で著効2例,5日 目判

定で著効6例 であった。

副作用 としての臨床症状は下痢が1例 に認め られた。臨床検査値の検討では,本 剤と明 らかに関

係ありと判定されたのは,GOTとGPTの 上 昇6例,GOT,GPTお よびAl-Pの 上昇3例,Al-P

の上昇1例 の計10例 であった。

T-1982は 新 し く開 発 され た セ フ ァ マ イ シ ン 系 抗 生 剤

で,Fig.1の よ うな 化 学 構 造 式 を有 す る。 本 剤 は β-lac-

tamaseに 安定 で 広 範 囲 ス ペ ク トラ ム を有 し,Enterobacter,

Serratia marcescens,Proteus,Bacteroidesに 強 い 抗 菌 活 性 を

有するとされ て い る1)。

われわれ は,本 剤 を尿 路 感 染 症(以 下,UTI)お よ び

男子性器感染 症 に使 用 し,臨 床 効 果 を 中心 に検 討 した の

で報告す る。

I.対 象 お よ び方 法

1)対 象

対象 は尿 路性 器 感 染 症 患 者84例 で,疾 患 別 内 訳 は 急 性

単純性腎盂 腎 炎2例,複 雑 性UTI 73例(急 性 腎盂 腎 炎

1例,慢 性 腎盂 腎 炎1例 お よび 慢 性 膀 胱 炎71例)お よ び

Fig.1 Chemical structure of T-1982

急性男子性器感染症9例(急 性副睾丸炎4例 および急性

前立腺炎5例)で あった。なお,複 雑性UTI 73例 の尿

路の主基礎疾患は,神 経因性膀胱が28例 と最 も多く,つ

いで前立腺肥大症20例,前 立腺癌9例,膀 胱癌6例,膀

胱頸部硬化症3例,尿 道狭窄3例,膀 胱憩室,尿 管結石,

Table 1 Criteria for infections of male genital
organs. Effect on  subjective symptoms

(pain, fever and swelling)

Overall clinical efficacy
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Table 2 Clinical summary of acute simple U. T. I. cases treated with T-1982 (i. v .)

(0.5 g •~ 2/day, 5 days)

膀胱後部腫瘍および前立腺肉腫の各1例 であった。

2)投 薬方法

本剤0.5gを1日2回,計1.0gを20mlの 生食水に

溶解してoneshot静 注,あ るいは200mlの 電解質液に

溶解して点滴静注により投薬 した。投薬期間は,い ずれ

の症例について も原則として5日 間とした。

3)効 果判定

UTIの 効果判定は,UTI薬 効評価基準2,8)に準 じて行

なった。ただし女子の急性単純性腎孟 腎炎 の効果判定

は,単 純性尿路感染症における薬効評価基準の指標のう

ち,自 覚症状 としての排尿痛を発熱に置 きかえて行なっ

た。また,急 性男子性器感染症の効果判定は発熱,局 所

の腫脹および疹痛の3臨 床症状を指標とし,Table1の

よ うな判定方法により投薬3日 後および5日 後に著効,

有 効および無効に分けた。

II.成 績

1)臨 床効果

急性単純性腎孟腎炎2例 の総合臨床効果は,2例 とも

に著効で,有 効率は100%で あった。これを細菌学的効

果の面か ら検討すると,本 剤投薬前に尿中か ら分離され

たEscherickia coli,Enterobaoter clomeお よびAcineto。

bacter oalcozceticus各1株 はすべて消失し,投 薬後出現

菌は認められなかった(Table2)。

複雑性UTI73例 の総合臨床効果は,著 効16例(21.9

%),有 効34例(46.6%),無 効23例(31.5%)で,有 効

率は68.5%で あ った(Table3,4)。 一部症例数の少な

い群 もあるが,UTI薬 効評価基準による疾患病態群別に

検討すると,そ の有効率は第1群69.2%(13例 中9例),

第2群75.0%(12例 中9例),第3群100%(1例 中1

例),第4群85.2%(27例 中23例),第5群20.0%(5例 中

1例),第6群46.7%(15例 中7例)で あった(Table

5)。 なお,複 雑性UTIの うち,56例 にはone shot静

注,17例 には点滴静注で1回0.59,1日2回 投薬 され

た。one shot静 注 による投薬症例の総合臨床効果は,

著 効11例(19.6%),有 効26例(46.4%),無 効19例(3a9

%)で,有 効 率 は66.1%で あ った。 点 滴 静 注 によ る投薬

症 例 の総 合臨 床 効果 は,著 効5例(29.4%),有 効8例

(47.1%),無 効4例(23.5%)で,有 効 率 は76.5%で あ

っ た。

以 上 の成 績 を細 菌 学 的効 果 の面 か ら検 討 す る と,本 剤

投 薬 前 に尿 中 か ら分 離 さ れ たProteus morgmii 6株,

Proteus rettgeri 4株,Protms mirabilis3株,Enterobacter

cloane3株,Citrobaoter freundii4株,Corynebaoterium

3株,Klebsiella pneumoniae 2株,Staphylococcus epider-

midis, Staphylococcus aureus, Pseudomonas fluorescens,

Pseudomonas maltophilia, Proteus vulgaris, Achromo-

bacter, Serratia sp., Acinetobacter lwoffi, Klebsiella ozaenae

お よ びGram negative rodの 各1株 は す べ て 消失 し

た。 ま た,Serratia marcescens 28株 中24株(8a7%),E.

coli 8株 中7株(87.5%),Aloaligenes 5株 中3株(60.0

%)が 消 失 し た が,Pseudomona3aeruginosa12株 中10株

(83.3%),Stremooccus faecalis 9株 中5株(55.6%)が

存 続 し た。 全菌 株 に つ い て の 消 失 率 は77。3%で あった

(Table6)。 投 薬 後 出現 菌 として はSfaecalis 17株,

P.aeruginosa5株,&ePidermidis4株,Psmdomonas cepa-

cia2株,Aokromobaoter 2株,S.mamsms,P.morgmii,

Acinetobacter calcoaceticus, P. maltophilia, P. fluorescens,

Alnlimesお よびNavobacteriumの 各1株 の計37株が

認められた(Table7)。 なお,投 薬後Candida5株,

Fungus1株 が尿中から分離された。

急性男子性器感染症9例 の臨床効果は,3日 後判定で

は著効2例,有 効7例 で,5日 後 判定で著効6例,有 効

3例 で,3日 後および5日 後 ともに有効率は100%で あ

った(Table8)。

なお投薬前後における尿中分離菌株に対する本剤の

MICを,日 本化学療法学会のMIC測 定改訂法9に準じ

て測定 した。測定成績は,Table2,3,8のMICの 記

入欄に一括して記載した。
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Table 6 Bacteriological response to T-1982
in complicated U. T. I. (i. v.+d. i.)

2) 副作用

副作用 として84症 例で自他覚症状を観察す ると同時

に,78症 例で本剤投薬前後における赤血球数,血 色素量,

白血球数,BUN, 血清 クレアチニン, GOT, GPT,ア ル カ

リフォスファターゼなどを測定して比較検討した(Fig.

2)。

自他覚症状では下痢1例 を認めた。下痢を認めたのは

60歳 の女性で,神 経因性膀胱を基礎疾患とする慢性膀胱

炎の症例であ り,本 剤投薬5日 目より下痢が出現 し,本

剤投薬終了後消失した。

臨床検査値の異常では17例 で本剤の投薬との関係が疑

われた。異常の出現頻度はGOTお よびGPTが16.0

%と 最 も高 く,Al-P 7.2%, RBC, 血色 素量および 白

血球数1.3%で あ った(Table 9)。 本剤の投薬 と明 らか

に関係ありと判定された臨床検査値の異常を示 したのは

10症 例(12.8%)で,GOTとGPTの 上 昇6例,GOT,

GPTお よびAl-Pの 上 昇3例,Al-Pの 上 昇1例 であ

った。なお,本 剤の5日 間投薬が中断されるほど重篤な

Table 7 Strains* appearing after T-1982 treat-

ment in complicated U. T. I.

* : Regardless of bacterial count

副作用は認められなかった。

III. 考 按

T-1982は,β 一lactamaseに 強い抵抗性を有する新し

いセファマイシン系注射剤である。本剤は静注,筋 注に

より速やかに高い血中濃度が得 られ,主 として腎を介し

て尿中へ高濃度に排泄 され,尿 中排泄率は8時 間で約80

%で あ る。本剤の大部分が未変化体で尿中および胆汁中

に排泄 されるが,一 部はT-1982A, T-1982Bに 代謝さ

れるといわれている"。

今回われわれは,急 性単純性 腎孟腎炎2例,複 雑性

UTI 73例 お よび急性男子性器感染症9例 の計84例 に対

して本剤を使用 し,臨 床効果を中心に検討した。効果判

定は,UTIに つ いてはUTI薬 効評価基準2,8)に準 じて

行ない,急 性男子性器感染症については臨床症状のみを

指標に行なった。なお,急 性男子性器感染症に対する薬

効評価についてはいまだ確立された基準がなく,著 者の

一人である大川 らの方法5)に 従 った
。

急性単純性腎孟腎炎は2例 と少ないが,有 効率は100

%で あ り,症 例2の 複数菌感染に対して も満足すべき効

果が得られた。

複雑性UTI 73例 の総合臨床効果でみると,6&5%と

な り,お おむね良好と評価しうる成績が得 られた。これ

を疾患病態群別に検討すると,単 独菌感染53例 の有効率

は79.2%と 高率であったが,複 数菌感染20例 の有効率

は,40.0%と 低率であった。また,カ テーテル留置例の

検討では,単 独菌感染の第1群13例 で69.2%と 満足すべ
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Fig. 2-1 Laboratory data before and after treatment
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Fig. 2-2 Laboratory data before and after treatment
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Table 9 Changes in laboratory test results

き有効率が得 られたのに比し,複 数菌感染の第5群5例

での有効率は,20.0%と 低率にとどまった。これを細菌

学的効果の面か らみると,多 くのグラム陰性桿菌および

従来のセファマイシソ系抗生剤で耐性化傾向の強かった

S. marcescmsに も充分に薬効が期待できるが,P. aeru-

ginosaお よびS. faecalisに 対 して本剤は充分な除菌効果

をあげられないと考えられる結果が得られた。カテーテ

ル留置の複数菌感染症での有効率の低下はP. aeruginosa

を尿 中分離菌のなかに含む症例が半数以上占めたことに

も起因しているとも考えられた。また,投 薬後にも半数

以上の症例の尿からS. faecalisが 分離されたことも,

その一因として考えられた。投薬方法別総合臨床効果の

検討では,one shot静 注投薬56例 の有効率66.1%に 比

し,点 滴静注投薬例の有効率76.5%と 高 く,点 滴静注に

よりMIC濃 度以上の本剤の血中濃度が長 く維持 された

ため有効率が高 くなったと考えられる成績が得 られた。

しかし,点 滴静注投薬症例においては投薬前の尿中から

のS. marcescensの 分離頻度が高 く,P. aeruginosaお よ

びS. faecalisの 分 離頻度が低かったなどの他の要因の

関与 も考えられた。

急性男子性器感染症の臨床効果を有効率でみ ると100

%と な り,満 足すべ き成績であった。投薬前に尿中から

細菌が分離された8例 中6例 の菌種がE. coliで あった

ことも有効率を高めた一因と考えられた。

副作用については,自 他覚症状 として下痢が1例 認め

られたが,い ずれ も軽度 の症状であり本剤の投薬の中

止は必要ときれなかった。臨床検査値の異常 として,

GOT,GPTの 上昇がそれぞれ10%以 上の頻度で認めら

れた。本剤の使用に際 しては従来のセフェム系薬剤と同

様に,自 他覚症状および肝機能を中心 とした臨床検査値

の変動について注意を払 うべきと考えられた。
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T-1982, a new semisynthetic cephamycin antibiotic, was administered intravenously at a dose of

500 mg twice daily to 84 patients with genito-urinary tract infections to evaluate the safety and therapeutic
efficacy of the drug.

The results obtained were as follows:

1) The clinical effect in 2 patients with simple pyelonephritis was moderate, the rate of effectiveness
being 100%.

2) The clinical effect in 73 patients with complicated urinary tract infections (acute pyelonephritis 1,
chronic pyelonephritis 1 and chronic cystitis 71) was excellent in 16 cases, moderate in 34 cases and poor in

23 cases, the rate of effectiveness being 68.5 %.
3) The clinical effect in 9 patients with genital organ infections (acute epididymitis 4 and acute pro-

statitis 5) was excellent in 6 cases and moderate in 3 cases, the rate of effectiveness being 100%.

4) As for side effects, one patient developed diarrhea. Temporary elevation of GOT and GPT
in 6 cases, that of GOT, GPT and Al-P in 3 cases and that of Al-P in 1 case were observed.


